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筆者と同じ様に感じる Web 情報を幸運にも見つける

ことができた [1]。INFOPRO シンポジウムの発表を外

部発信（その１）と位置づけ、当該記事を外部発信（そ

の２）と位置付けている。

川島順弁理士が別途に事前に報告された秩父「食品ロ

スと代替食」の記事 [2] に関連した特許情報を 2023 年

の 8 月から 10 月に掛けて調べることからスタートし

た。だから、代替肉の Beyond Meat 社の特許を調べる

ことから始めた。日本では有名な不二製油の代替肉の特

許を調べるのが目的ではなかった。直ぐに、培養食と３

D Printer 食の該当特許を見つけるのに目的に変わった。

2023 年 12 月の PDG 部会で「食品ロス」ではなく、

「代替食」に的を絞ることを選び決定した。

次に、代替食の特許情報の分析の切り口をどうするべ

きか、迷った。栗原氏の Web 調査の結果から、世の中

にオーソライズされた「代替食の分類」がないことが判

明した。Web 調査と ChatGPT 調査に長けた栗原氏の

分類案と、特許情報から分類の切り口を探していた筆者

の分類案のどちらを採用して、INFOPRO シンポジウ

ムに発表するのか迷った。予稿集を提出する 5 月時点

で、発表するためには軸脚を特許情報と ChatGPT ４

に絞り、R&D 知財集約システム「THE 調査力 AI」を

利用している筆者が発表することが決まった。特許情報

の分析実践から考慮して、３つの大分類 A,B,C と大分
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筆者は大手企業の現役時代に学び習得した知財情報分

析科学者の能力を定年後の 70 歳代で、社会にお役に立

つ何かをできないかと夢見ている。グローバルの社会的

な課題を特許情報から解決するヒントを得られないか、

特許情報から課題を解決するヒントとなるビジネスモデ

ルを提言できないかと、夢見ている。60 歳までは「R&D

効率を特許情報分析によって１％向上させたい」と思っ

た。60 歳代の 70 歳未満では、「特許マップ解析で社

会的な課題を解決できないか」と夢見ていた。世界の特

許情報業界の国際会議に自費で参加し、プレゼン発表す

ることに夢中だった。70 歳を過ぎると、「国連が定め

た SDGs テーマに関係するグローバル課題を解決する

ために、特許情報からヒントを得よう」と夢見ている。

最近では、代替食（代用食）という言葉を頻繁に聞く

ようになった。この「代替食」の特許分析から課題解決

のヒントを得たいと思う様になった。筆者は世間の巷の

影響を受けやすく、先ず疑問が浮かび上がった。「何故、

代替食が最近、注目される様になったのだろうか」。　

そこで、自分の好奇心を満足させるべく、Web 情報を

手当たり次第に調べた。その結果、次の３つの観点が自

分の疑問の回答になると判断した。

(1) 地球環境のサステナビリティの観点

(2) 肥満体質を防ぐ「健康意識の高まり」の観点

(3) 最近の飽食選択の消費に意味を求める日本の Z ／

Y 世代（若者達）の影響の観点

はじめに1

先行する資料に刺激されて2
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類 A を９個の中分類に分類する筆者のやり方（図２参

照）に決まり、筆者が全責任を担うことになった。

大分類は下記の如くである。

A 分類）健常者用代替食

B 分類）患者医療用代替食

C 分類）動物用代替食

3.1　無料版 ChatGPT の駆使
INFOSTA 主催のセミナー「ChatGPT セミナー」の

第１弾と第２弾に参加した栗原氏が無料の ChatGPT

を利用して、2023 年 10 月に無料版 ChatGPT に代

替食に関するテキスト文を入力して、「代替食の発表の

概略ストーリーと結論」を誘導してくれた。その結果を

元に、当 PDG 部会内で自由討議をして次の結論を得た。

(1) 代替食は、持続可能な未来の食品供給に向けた重要

なアプローチであり、その多様性と深化がますます注目

を集めるという潮流トレンドを推測する。

(2) 異常気象の影響に対処するためには、環境への配慮

と持続可能な農業の推進が不可欠である。

(3) これらの取り組みが組み合わさることで、食料不足

のリスクを低減し、持続可能な未来を築く手助けになる

と推測する。

3.2　ChatGPT を３段階で使い切るチャート図
JapioYEARBOOK2023 の 桐 山 の 執 筆 記 事 [3] に

て紹介した図４を Upgrade させた。去年の時点では、

ChatGPT4 を味見検索の前と、Boolean 本検索の前に

２段階で使っていた方程式を考案した。それから１年が

経過して、R&D 知財集約システム「THE 調査 AI」を使っ

て特許情報を直に読み込んでいる検討期間の間にも、個

人的な AI 秘書コンサルタント能力を持った ChatGPT4

に何度も質問を投げて相談する経験をした。そこで

ChatGPT を使い切る段階は、別途に第三段階目がある

ことを実感した。その Upgrade 図を図１に示す。

ChatGPTを使い切る特許調査と
特許分析3

図1　ChatGPTを３段階で使い切るチャート図
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ChatGPT4 を３段階目で使った際の事例紹介３を箇

条書きに説明する。

（イ）代替食のメリットとデメリットを５個づつ教え

て下さい。（ロ）「何故、そもそも代替食が必要か？」を

教えて下さい。（ハ）「代替食が最近注目される理由観点

は何か？」主なものの順から３個を教えてください。（ニ）

「欧州にて３D Printer 食のレストラン経営が普及し始

めたのは、動物権利と動物愛護のUNESCO宣言(1989

年パリ宣言 ) と関係があるのか？」を教えて下さい。（ホ）

筆者（人間）らが提案した５つのビジネスモデル案をど

う思うか？　代替案のビジネスモデルを１０個だけ箇条

書きに、また、簡単な理由説明を約 30 文字以内で纏め

て、教えて下さい。

以上の ChatGPT ４との質問において、自分達が専

門家の端くれであることを、ChatGPT4 に理解させる

ことが必要である。あまりにも素人的な、初心者らしい

質問、または小学生らしき質問を ChatGPT に投げ掛

けるのは良くない。有料版 ChatGPT ４を 2023 年８

月から約１０カ月利用した筆者の感想である。

3.3　特許情報の検索と集約
代替食（代用食）のキーワードを用いて、第 1 段階

の Web 検索 [4][9][10]（新聞情報 [5] も含む）の情報収集

を行った。当 PDG 部会の藤城氏がこの準備段階におい

て多大な貢献をしてくれた。特許情報分析をする際には、

経験則の禁止行為がある。それは、特許を調べる対象分

野の基礎知識がない「全くの素人の状態でキーワードに

よる特許情報の検索はしてはいけない」である。理由は、

代替食の分野において頻繁に用いられる表現の類似語、

同義語、上位語、下位語にはどの様な表現を特許明細書

に記述されるか予測と推定ができないからである。出願

する発明者がどのような言葉（表現語）を使っているの

か、全く予想すらできないからである。だから、先ず、

インターネットで数日間、調べまくってから、その分野

の基礎知識を学ぶことが必要である。代替食の主要メー

カーと主要販売企業 [10] を知ることが、基礎知識として

は重要である。

代替食（代用食）の英語表現は欧米人ならどう

表 現 す る の だ ろ う か。 直 訳 す れ ば、「alternative 

foods(substitute foods)」である。英語記事から探

すと、「plant based foods」であった。筆者なりに

更にもじってみた。「Plant based foods from the 

land & the sea」と理解できた。

次の第２段階で、簡単なキーワードの積の特許検索式

で３種以上の特許検索式を作り、味見特許検索をお薦め

する。更に、第 2.5 段階として、関連するキーワ―ドを

散りばめた概念検索（セマンチック検索）を３回以上実

践することをお薦めする。次に第３段階として、関連特

許の特許分類解析を行う。今回の代替食の特許分類解析

表の事例を図 4 に示す。第４段階として特許検索の本検

索を特許分類（IPC,FI,F ターム）とキーワードの組み合

わせをして、３種類以上の本検索式を作成し、検索する

ことを薦める。第５段階として、Shareresearch[6] に

て検索して得られた特許番号を Japio-GPG/FX[8] にて

番号検索を行い、その結果を外部出力の専用ボタン「MT 

DL」を利用して、機械翻訳された日本語の「タイトル +

要約 + 請求項」の出力データを R&D 特許集約システム

の THE 調査力 AI[7] に特許情報データ（日本語）を電子

的に移植した。これを中分類のカテゴリーに対して９分

類 x 数種類＝ 20 個以上のタイトルホルダーを作成して、

代替食関連の膨大な母集団特許ホルダーを作成した。そ

れらを簡単に纏めた事例を図 3 に示す。

筆者の経験則として、その分野の基礎知識を学び、そ

の分野の素人域を脱するためには、関連明細書を少なく

とも 30 件、合計 30 時間以上をかけて精読に集中す

るという鉄則経験則（自己学習）を持っている。今回の

代替食の特許研究に対しても少なくとも 30 件の３倍以

上の 100 件以上の特許明細書を 2023 年 10 月から

2024 年 3 月末までに合計 100 時間以上掛けて、筆

者は明細書を読み込んだ。

代替食の独自分類をどのように作成するか。Web 情

報の収集と理解と PPTX 資料の作成に長けた栗原氏の

貢献が多大であった。図 2 に示すが如く、東大新聞オ

ンラインで公開された「新たな代替タンパク質」の紹介

資料４－２）をアレンジ編集してくれた。また、肉の

フードテック最新プレーヤーマップ公開の記事 [9] と最

新フードテック＆食の進化マップの記事 [10] も 栗原氏

が見つけてくれた。これらの資料からオーソライズされ

た代替食の分類が無いことが判明した。しかし、どうし

ても特許情報を整理整頓しなければならず、箇条書き独

自分類を採用した。
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３．４　各カテゴリーの特許事例
代替肉、培養肉、３D Printer 食、代替乳製品、代替

卵、植物性たんぱく質製品の６個の図を掲載する。

代替肉に関しては、Beyond Meat が先駆者として

有名である。未来の食品供給の原型となる。

図2　代替食の分類をどう作るか

整理整頓：代替⾷の分類をどう作るか？

図で書けない
なら箇条書きに

図で書けない
なら箇条書きに

栗
原
⽒
の
図

図3　９つの中分類カテゴリーの詳細特許

図4　特許分類解析の事例

図5　代替肉の特許事例
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培養肉に関しては、大学の研究室から先ず開発が先行

し、その後に徐々に一般企業との共研、その次に一般企

業での製品化に進んでいる。筆者らは日清食品 HD の

動向に注目している。

３D プリンター食に関しては、欧州のレストランに

てサービス展開しているイスラエルのリデｨファイン・

ミートの特許に注目している。

代替卵としてはキューピーの製品が市場に出回ってい

る。植物性たんぱく質製品では、不二製油の「大豆ミート」

が有名である。それらの事が特許情報からも確認ができた。

ChatGPT4 に代替食のメリットとデメリットを箇条

書きに５個づつ上げ、更に簡単な 30 文字以内での要約

説明を求めた処、瞬時に回答を得た。その内容に、成る

程と腑に落ちた。

図10　植物性たんぱく質製品の特許事例

代替食のメリットとデメリット4

図6　培養肉の特許事例

図7　3Dプリンター食の特許事例

図8　代替乳製品の特許事例

図9　代替卵の特許事例
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最初にメリットを５個だけ記述する。

(1) 環境への負担軽減：理由：代用食は従来の農業や畜

産に比べ、水や土地の使用量を大幅に削減できるため。

(2) 食料安全保障の向上：理由：気候変動や自然災害の

影響を受けにくいため、より安定した食料供給が可能に

なる。

(3) 栄養価の最適化：理由：必要な栄養素を科学的に調

整でき、健康的な食生活をサポートする。

(4) 動物福祉の向上：理由：動物を食用にする屠札が減

ることで、動物福祉の問題が軽減される。

(5) 食品ロスの削減：理由：代用食は保存が効きやすく、

生産から消費までの効率が向上するため。

続いて、そのデメリットを５個だけ記述する。

(1) 社会経済的影響：理由：従来の農業や畜産業が縮小す

ることで、関連する雇用やコミュニティに影響が出る。

(2) 文化的・伝統的価値の喪失：理由：伝統的な食文化

や料理法が失われる可能性がある。

(3) 味や食感への不満：理由：代替食が本物の味や食感

を完全に再現できない場合がある。

(4) アレルギー物質の懸念：理由：新たな代替食材には

予期せぬアレルギー反応を引き起こす可能性がある。

(5) 市場への依存度の増加：理由：特定の代替食品に対

する過度な依存は、市場の変動によるリスクを高める。

上記の如く、ChatGPT4 は、Interface 機能と要約

作成機能が素晴らしく、瞬時に質問者の要望を理解して

回答を返えしてくれる。その内容に納得できずに腑に落

ちない場合には、筆者は更に Yahoo 検索と Google 検

索を追加して実践することを習慣としている。これらの

メリットとデメリットに関しては、ChatGPT の回答の

内容に PDG 部会の全員が納得し腑に落ちた。

筆者は時々、睡眠中に「明晰夢」をみる。明晰夢の中

で潜在意識から「お前の素朴な質問を ChatGPT ４と

対話したらどうか」とヒントを貰う。朝に起きてから、

直ぐに ChatGPT ４に質問して図 11 「そもそも代替食

は何故、必要か？」の回答を得た。

筆者の知識と経験を踏まえて、５種類のビジネスモデ

ル案を提言し、それを図 12 に示す。

次に、CHATGPT4 が提案したビジネスモデル案を

図 13 に示す。筆者のビジネスモデル案と ChatGPT

が提案したビジネスモデル案との違いについて、ここで

考察する。

CHATGPT4 のビジネスモデル案は、Web 上のマー

ケット店が主流である。多数の顧客との接点を重要視し

ている。ChatGPT4 のビジネスモデル案では、( ｲ ) 如

何にワンクリックにて顧客に共感させ、（ロ）購買心を

刺激し、（ハ）注文クリックを押させるかを考慮している。

図11　そもそも代替食は何故、必要か？

図12　５つのビジネスモデル案

そもそも代替食が何故、必要か5

ビジネスモデル案の提言6
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PDG 部会で選んだ赤丸印の一つであるビル農場の経

営のイメージ図を図 14 に示す。

筆者らの提言はシンポジウム発表には通用するかもし

れないが、実際のリアル世界のビジネスで通用するかは別

次元の問題で、筆者にも当 PDG 部会でも予想が難しい。

ChatGPT は、自問自答や三人寄れば文殊の智慧

などの今迄の個人と集団の経験知を遥かに凌ぎ、ア

イデァや注目観点を飛躍的にジャンプアップさせる

Breakthrough 手段になる。だから、利用したり応用

したりするのが良い。利用する際のノウハウもあり、利

用する時期をできるだけ早く始め、かつ、慣れによる効

果を最大限にするのが良い。

当 PDG 部会の３つの結論（3.1 章に詳説）は、特許

情報や各種 Web 情報と照らし合わせても、間違いでは

なく妥当である。

代替食の対外発表（その１）として INFOPRO シン

ポジウムにて口頭発表をしたのは実績になる。J-Stage

には 6 月 28 日より予稿集がアップされた。また、代

替食の対外発表（その２）として当 JapioYEARBOOK

に執筆した実践行動は間違いではない。自分達が

SDGs の賛同行動を外部にも目に見える形で実践行動

に移すのは、世の中に役立つ行動として間違いではない。

INFOPRO シンポジウム 2024 にいて、「生成 AI は

この業界に新しく入ってきた極めて優秀な新人である。

そのために上司の部長がこの業界の歴史、慣習、現在

の業界の課題などを新人の生成 AI にを正しく正確に教

え、かつ、今後１年間に生成 AI に行って欲しい仕事を

具体的に正確に業務指示しなければならない。」と教わっ

た。この考え方を特許情報の分析にも是非とも応用した

いものである。

７月初旬に開催された INFOPRO シンポジウムの

会場にて安藤俊幸氏と頻繁に意見交換を行い、多く

を学んだ。その結果、有料版 ChatGPT4 から有料版

ChatGPT4o を専ら使って筆者の個人研究を始めた。

また、安藤氏の発表から教わった Google mini 1.5Pro

（註 11）を有料版で利用し、ChatGPT4o の結果と両

者システムを比べる様になった。 

７月 30 日に彼から Google NotebookLM（註 12）

を利用して特許情報 PDF 版の内容を簡単に要約する有

用性を教わった。その結果、筆者の希望する特許群の

PDF データをアップロードしてデフォルト機能の「概

要の作成」と「追加の質問」を投げかけて、特定の特許

情報の概念技術要素への因数分解と技術内容の要約作成

を個人研究として８月１日から集中的に検討を実施中で

ある。筆者の過去の特許出願等や代替食の特許事例を

使って Google NotebookLM の有用性を実感中であ

る。生成 AI の分野での日進月歩の発展成長のスピード

に筆者は驚愕している。

Open Science & Citizen Science 時代において、

知財情報分析科学者として何かしらの形で社会貢献でき

れば嬉しい。今は、Business Intelligence Analysis 

さいごに8

図13　ChatGPT4が回答したビジネスモデル案

結論7

図14　ビル農場の経営（イメージ図）
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Solutions 時代である。単なる特許分析は完成度 30

点と言われ、提言まで持って行っても 60 点と言われ、

更に特許出願や学術論文への投稿まで行って 90 点以上

と言われる時代である。だから、PDG 部会の研究を単

なる検討研究の自己満足のクローズドに終わらないよう

に気を付けている。

筆者らは、この執筆機会を頂いたことに（一般財団法

人）日本特許情報機構様に感謝する。また、各種の特許

検索総合システムと集約システムを利用させて頂いた日

立製作所様、アイ・ピー・ファイン様、色々なアドバイ

スを頂いたアジア特許情報研究会にこの場を借りて御礼

を申し上げます。最後に、この記事が読者の「代替食へ

の関心」を盛り上げる機会になれば幸いである。
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